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１ 単元名 平⾯図形（東京書籍１年） 
 
２ 単元について 
（１） 教材観 

中学校数学科において第１学年では，学習指導要領 B 図形において，「観察，操作や実験などの活動
を通して，⾒通しをもって作図したり図形の関係について調べたりして平⾯図形についての理解を深
めるとともに，論理的に考察し表現する能⼒を培う」ことを⽬標としている。 

⼩学校では，第５学年において，図形の合同の意味や合同な図形の性質，合同な三⾓形のかき⽅，第
６学年において，線対称な図形や点対称な図形の意味や性質について学習してきている。 

中学校第１学年では，平⾯図形の移動について理解し，移動の⾒⽅から２つの図形の関係について調
べることを通して，図形に対する⾒⽅を⼀層豊かにしていく。また，平⾯図形の対称性に着⽬すること
で，⾒通しをもって作図し，その⼿順を順序よく説明したり，作図の⽅法を具体的な場⾯で活⽤したり
していく。そして，これらの学習は，第２学年で学ぶ合同な図形や第３学年で学ぶ相似な図形の学習の
基盤となるものであるので，３年間を⾒通して，図形についての基本的な知識や技能を活⽤して，論理
的に考察し表現する能⼒を養うことが⼤切である。 

 
（２） ⽣徒観 

数学の学習については，基礎的な⼒が⾝についていない⽣徒，書く，計算することに時間がかかる
⽣徒が数名おり，他との進度差はあるものの，途中であきらめたり，投げ出したりということがない
よう「声をかけること」を⼼がけている。また，⾃分の考えに⾃信をもてず，正解を待つという⽣徒
もおり，「わかるところまで」「できたところまで」を発表させたり，「１時間１挙⼿」を声かけしたり
している。特に，形式的な演算はできても，「どうしてそうできるのか」「なぜそうなるのか」などの
説明ができないなど，数学的な⾒⽅や考え⽅が弱いと感じる場⾯が多いため，ペアでの式の説明や考
えの共有，全体場⾯での他の考えを説明することなどを取り⼊れていきたい。そして，数学が得意な
⽣徒だけではなく，苦⼿意識をもっている⽣徒にも，他者に説明する場⾯を意図的に設けることで，
学びの共有，表現の質を⾼めることにつなげていきたい。 

  平成３１年度新⼊⽣学⼒調査結果は以下の通りである。 
 図形 合同な三⾓形をかく

ために必要な条件を
理解している。 

対称な図形について
理解している。 

点対称な図形を構成
することができる。

本校正答率 ５９．２ ３３．３ ９０．５ ７６．２ 
県正答率 ５９．１ ４２．５ ７９．１ ７５．４ 

県⽐ １００．２ ７８．４ １１４．３ １０１．１ 



この結果を⾒ると，⼩学校で学んだ線対称な図形，点対称な図形については理解しているが，合同な
三⾓形をかくために必要な条件についての理解は⼗分であるとはいえない状況であるといえる。そこ
で，⼩学校での学習内容を踏まえた上で，図形領域での学習を⾒通し，直観的な⾒⽅や考え⽅を⾝につ
けさせるとともに，数学的な⾒⽅や考え⽅を⾝につけさせたい。 

 
（３） 指導観 

中学校での図形指導の第⼀歩となる本単元では，これから学習することの⾒通しをもたせるととも 
に，⼩学校の学習内容との関連を図り，既習の学習内容を確認しながら丁寧に授業を進めていきたい。
また，⾝のまわりにある事象を，形，⼤きさ，位置関係という観点から考察できるように，図形の基礎
的な概念や性質についての理解を深めさせるとともに，図形の性質を論理的に考察し，表現する能⼒を
育てていきたい。 

単元の導⼊では，⾝のまわりの様々な模様に使われている⽇本の伝統模様を紹介することで，図形に
対する興味・関⼼を⾼めさせたい。しきつめ模様を図形の移動の⾒⽅でとらえ，簡単なしきつめ模様を
つくるという操作的な活動を取り⼊れることで，⽣徒に平⾯図形をより⾝近なものとして感じさせる
とともに，楽しさやおもしろさを実感させたい。そして，「平⾏移動」「回転移動」「対象移動」の学習
につなげ，移動後の位置を特定するにはどんな情報が必要かを意識させ，⽤語や記号を使って説明する
ことに慣れさせていきたい。また，基本的な作図を活⽤して円の中⼼を求めたり，⾓の⼤きさを作図す
る場⾯では，作図の理由を説明させたりし，論理的な思考⼒を⾼められるようにしていきたい。 

平⾯図形の基本的な性質が第２学年で学習する「合同な図形」や第３学年で学習する「相似な図形」
での論証へと発展していくことや，学習内容の習熟の程度の差が⼤きいという⽣徒の実態から，数学的
な表現を⽤いて説明する場⾯では，ペアでの伝え合い活動や話し合い活動を取り⼊れ，ペア→全体で考
えを交流し，共に学ぶ場をつくっていく。互いに学び合うことで，数学に苦⼿意識をもっている⽣徒は，
⾃信をもつことができたり，友達の考えや説明を参考に⾃分なりに説明できたりし，数学を得意として
いる⽣徒にとっては，説明することで思考⼒や表現⼒の育成にもつながると考えられる。また，ペアや
全体で他者の説明と⽐較することで，共通点や相違点，よさなどにふれさせ，学び合いにつなげていき
たい。 

 
３ 本研究との関わりについて 

数学科では，研究主題にある「⾃分の思いを主体的に伝える」を「⾃分の考えを数学的な表現を⽤い 
て説明したり，根拠を明らかにして筋道⽴てて説明したりするなど，伝え合うことを通して，互いの考
えを共有したり，質的に⾼めたりする」と考えている。そのためには，⽣徒に「数学的な⽤語や記号を
正しく⽤いて記述する⼒」，「⾒通しや根拠に基づいて考え，⾃分の⾔葉で表現する⼒」をつけさせる必
要がある。「伝え合う活動」の前提には，課題意識を⾼め，⾒通しをもって取り組むことがある。そし
て，「伝え合う活動」を通して，⾃分の考えと⽐較して，共通点や相違点から他者の考えのよい点を認
めたり，⾃分の考えを再確認したりする中で，思考や表現の質が⾼められ，相互に関わり合いながら学
習を充実させることにつながると考える。 
 

 
 
   



４ 単元の指導⽬標と評価規準・指導計画 
（１） 指導⽬標 

・様々な事象を平⾯図形でとらえ，それらの性質や関係を⾒いだすことにより，数学的に考え，表現
することに関⼼をもち，それらを活⽤して考えたり判断したりしようとする。 

                                 【数学への関⼼・意欲・態度】 
  ・平⾯図形についての知識や技能を活⽤して，論理的に考察し，表現するなど，数学的な⾒⽅や考え 

⽅を⾝につけている。                      【数学的な⾒⽅や考え⽅】 
  ・ある図形を移動させた図形をかいたり，基本的な作図をしたりすることができる。  

【数学的な技能】 
  ・平⾯図形についての性質や関係，基本的な作図の⽅法，基本的な移動を理解している。 

【数量や図形についての知識・理解】 
 
（２） 単元の評価規準（B） 

数学への 
関⼼・意欲・態度 

数学的な 
⾒⽅や考え⽅ 

数学的な技能 数量や図形について
の知識・理解 

様々な事象を平⾯図形で
とらえたり，それらの性質
や関係を⾒いだしたりする
など，数学的に考え，表現す
ることに関⼼をもち，意欲
的に数学を問題の解決に活
⽤して考えたり判断したり
しようとしている。 

平 ⾯ 図 形 に つ い て
の基礎的・基本的な知
識や技能を活⽤しな
がら，事象を⾒通しを
もって論理的に考察
し表現するなど，数学
的な⾒⽅や考え⽅を
⾝につけている。 

ある図形を移動さ
せ た 図 形 を か い た
り，基本的な作図を
したりするなどの技
能 を ⾝ に つ け て い
る。 

平⾯図形について
の性質や関係，基本
的な作図の⽅法，平
⾏移動や対称移動，
回転移動などを理解
し，知識を⾝につけ
ている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（３） 単元の指導計画（計１６時間） 
１節 図形の移動    ５時間（本時 １/５） 

  ２節 基本の作図    ７時間 
  ３節 おうぎ形     ２時間 
     基本・章の問題  ２時間  

１節 図形の移動 
節 時 主 な 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 評 価 

（観察，発⾔，ノート，評価問題）

１  
 

図 
形 
の 
移 
動 

１ 
 

本
時 

操作的な活動を通して，し
きつめ模様を図形の移動の
⾒⽅でとらえ，しきつめ模
様をつくる。 

⽇本の伝統模様を紹介し，し
きつめ模様への関⼼を⾼めさ
せ，しきつめ模様をつくる活
動を通して数学的活動の楽し
さを味わわせる。 

しきつめ模様を図形の移
動ととらえ，もとになる図
形の移動の考えを使って，
しきつめ模様をつくろう
としている。【関】 

２ 平⾏移動の性質を⾒いだ
し，⽤語や記号で表す。 

具体的操作活動を通して，平
⾏移動の意味と性質を⾒いだ
させる。 

平⾏移動の意味とその性
質を理解している。【知】
平⾏移動の性質を⽤語や
記号を⽤いて表し，ある図
形を平⾏移動させた図形
をかくことができる。【技】

３ 回転移動の性質を⾒いだ
し，⽤語や記号で表す。 

具体的操作活動を通して，回
転移動の意味と性質を⾒いだ
させる。 

回転移動の意味とその性
質を理解している。【知】
回転移動の性質を⽤語や
記号を⽤いて表し，ある図
形を回転移動させた図形
をかくことができる。【技】

４ 対称移動の性質を⾒いだ
し，⽤語や記号で表す。 

具体的操作活動を通して，対
称移動の意味と性質を⾒いだ
させる。 

対称移動の意味とその性
質を理解している。【知】
対称移動の性質を⽤語や
記号を⽤いて表し，ある図
形を対称移動させた図形
をかくことができる。【技】

５ ２つの図形について，組み
合わせた移動を適切な⽤語
で説明する。 

２つの図形について，組み合
わせた移動を既習の適切な⽤
語で説明させる。 

２つの図形について，組み
合わせた移動を考え，適切
な⽤語を⽤いて説明する
ことができる。【⾒】 

 
５ 本時について 
（１） 本時の⽬標 

しきつめ模様の特徴を，図形の移動の⾒⽅でとらえようとしている。 
  



（２） 本時の展開 
 学 習 内 容 ・ 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 

★伝える  ☆振り返り  ◇評価  ◆⽀援 
 
導
⼊ 
 
14
分 

１ しきつめ模様の確認をする。 
・⽇本の伝統模様を⾒て感じたことを伝え

る。 
 
・⿇の葉模様がどのような図形でできてい

るか考える。 
・⼆等辺三⾓形をどのように移動させると，

合同な⼆等辺三⾓形と重なるか考える。 
 
２ 学習課題を把握する。 
 

 
・⽇本の伝統模様を提⽰し，⽇常の場⾯にある

図形について関⼼を⾼めさせ，本時の学習内
容につなげさせる。 

・⼩学校で学習した「合同な図形」について振
り返らせる。 

・⼩学校で学習した「線対称」「点対称」につ
いて振り返らせる。 

 
 

 
 
 
 
展
開 
 
30
分 

 
３ 課題解決をする。 
(1)⾒通し 
・正六⾓形をしきつめることができそうな

図形を考える。 
(2)課題追及 
・正三⾓形，直⾓三⾓形をもとにして，しき

つめ模様をつくる。 
 
 
・もとになる図形の移動の仕⽅をノートに

書く。 
 
 
・しきつめ模様を⾒せ合い，移動の仕⽅を説

明し合う。（ペア→全体） 
 
４ 本時の学習をまとめる。 
 

 
 
 
・⿇の葉模様の中にある図形の他に，しきつめ

られそうな図形はないかも考えさせる。 
 
◇もとになる図形を移動させて，しきつめ模様

をつくろうとしているか。【関】 
◆もとになる図形を複数枚⽤意し，並べてイメ

ージをつかませる。 
◇しきつめ模様を，図形の移動の⾒⽅でとらえ

ようとしているか。【関】 
◆もとになる図形を移動させる動作を⾒せ，説

明のモデルに⾔葉を⼊れさせる。 
★⾃分と他の考えや表現を⽐較し，学びを共有

させる。 
 
 

 
終
末 
 
６ 
分 
 

 
 
５ 本時の学習を振り返る。 
 
 
６ 次時の学習を確認する。 
 

 
 
☆分かったこと，できたこと，友達の考えのよ

さ，次に考えてみたいことなどを⾃分の⾔葉
で振り返らせる。 

・次時は３つの移動をさらに詳しく学習するこ
とを伝える。 

【学習課題】 合同な図形を移動させて，しきつめ模様をつくろう。 

【まとめ】 合同な図形を「ずらす」「回す」「裏返す」などの移動の考えを使えば，
しきつめ模様をつくることができる。 



 


